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＜要 旨＞ 

 本研究の目的は、里子の受け入れが養育家庭の実子に与える長期的影響を、16 歳以上の実子を対

象とするインタビュー調査によって明らかにすることである。このことは、里親制度の意義を実子

たちの目から見直すことにつながると考えられる。さらに、これから里親になる家庭のために「里

子と実子の尊厳をまもる」手助けをすることが、最終的な目的である。調査の結果からは、参加者

12 人に共通する７つのテーマが見出された。また、家族観について、参加者 12人全員が、成人した

現在、家族は血縁関係が全てではないととらえていることが明らかになった。社会観については、

実子にとって、現代社会の家族像には窮屈さがあり、多様な家族のあり方の一つである里親家庭が

社会から十分に承認されず、理解されていない状況にあると感じていることが明らかになった。本

研究結果から、改めて、里親は実子を家族という共同体の一員としてみるのではなく、「かけがえの

ない個」として尊重すること（大澤・仁平, 2024）の重要性を強調したい。 
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【はじめに】 

 今日、一定の家族像にとどまらない関係やライ

フスタイルが存在している。下夷（2023）は「現

代においては、多様な家族のあり方が承認され、

家族をめぐる人々の選択が十分に保障されるこ

とが重要である」と述べている。里親家庭は現代

における多様な家族のあり方の一つである。 

里親家庭が里子を受け入れる際に、すでに実子

がいる場合が少なくない。『養育家庭体験発表集』

（東京都保健福祉局, 2006~2019）のケースをみ

ても、里子を受け入れた家庭に実子がいた割合は、

52.0％になっている。また、実子にとって里親家

庭での生活はプラスとマイナスの両方の影響が

あることが分かっている( Poland & Groze, 1993；

Pugh, 1996； Duffy, 2012； Gypen et al., 2020； 

Mannion et al., 2023 )。たとえば、Pugh (1996) 

の調査結果によると、実子は里親家庭についての

好きな側面に、他人を助け「変化をもたらす」こ

とができる喜びを挙げ、里親家庭についての嫌い

な側面に、寝室・所有物・親の関心を共有しなけ

ればならないことを挙げている。また、Walsh & 

Campbell (2010) は、里親の実子が認知されてい

ないのは、里親が実子を家族の一員とみなしてお

り、実子自身を個人とみなしていないからである

と報告している。このようなことから、里親は実

子を家族という共同体の一員としてみるのでは

なく、「かけがえのない個」として尊重することが

重要である（大澤・仁平, 2024）。 

海外では、里親養育と里子に関する広範な研究

があるにもかかわらず、 里親家庭の実子の生活
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体験を取り上げた文献は著しく少ない(Adams et 

al., 2018 ; Richards-Garcia, 2024 ) 。そのため、

Studer (2014) は、実子から見た里親家庭の経験

について研究と認識を深める必要があると述べ

ている。日本でも同様に、実子に関する研究は著

しく少ない現状にある。したがって、現在、里親

家庭の実子の様態と内実という未知の現象を、質

的研究を通して理解していくことが求められて

いる。里親家庭の実子による声なき声を社会に届

け、十分に理解されるようにすることが極めて重

要である。 

 

【研究の目的】 

本研究の目的は、里子の受け入れが養育家庭の

実子に与える長期的影響を、16 歳以上の実子を対

象とするインタビュー調査によって明らかにす

ることである。このことは、里親制度の意義を実

子たちの目から見直すことにつながる。さらに、

調査結果に基づいて「里親家庭になることが日本

の実子に与える利点と問題点」の整理や「どのよ

うにすれば実子に効果的なサポートができるか」

について提言し公表することで、これから里親に

なる家庭のために「里子と実子の尊厳をまもる」

手助けをすることが、最終的な目的である。調査

で、質問項目の参考にしたのは、スウェーデンの

Höjer et al. (2013) による「里親家庭になること

が実子に与える影響」についての研究で得られて

いた、「実子にとっての利点」と「実子にとっての

問題点」である（表１）。たとえば Höjer et al. 

(2013) は、実子にとっての利点に「自分の家族の

 

表１「里親家庭になることが実子に与える影響（Höjer et al., 2013）」 

実子にとっての「利点」 実子にとっての「問題点」 
•自分の家族の良さがわかる 

•家族というチームの一員として自分が協

力し、役割を果たしていると感じられる 

•友だちができたと思える 

•思いやりや共感性が増す 

•他者の不幸について理解するようになる 

•自分が他者に責任を持つことを学習する 

 
 
 

 
 

 

•物、スペース、親の時間を里子に分け与えな

ければならない 

•里子が経験してきた虐待など厳しい現実を知

ることで、子どもとしての素朴さが失われる 

•ときに、自分の信頼を裏切られることを経験

する 

•親からの責任の期待や里子のケアラーとして

の役割が重荷になる 

•自分が里子に対して、仲間あるいはきょうだ

いとしてふるまったらよいのか、親代わりと

してふるまったらよいのか分からなくなる 

•自分が家庭で周辺的な人間になったと感じる 

•自分の問題を親に言いにくくなる 

•里子の個人的な秘密を他の人に言えないのが

重荷になる 

•里子が最終的にどこに行くことになるのかま

で心配になる 

•親が“期待する”里子へのふるまい方に無理

をして応えようとする 

•親の重荷を軽くする手伝いをする“よい子”

のケアラーになろうとする 
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良さがわかる」「家族というチームの一員として

自分が協力し、役割を果たしていると感じられる」

などを挙げている。 

一方、実子にとっての問題点に「物、スペース、

親の時間を里子に分け与えなければならない」

「里子が経験してきた虐待など厳しい現実を知

ることで、子どもとしての素朴さが失われる」な

どを挙げている。本研究では、これらの内容をも

とに、質問項目を構成した。また、Höjer et al. 

(2013) の内容にはないが、「実子の家族観や社会

観をどう変えたか」についての質問を加えた。質

問項目は、里子との生活で印象に残っていること

は何か、里子と一緒に生活したことを振り返り、

実子の立場から現在「自分にとってよかった」と

思うことはあるか、里子と一緒に生活したことで、

実子の立場から「我慢はできたけれど、内心はい

やだった」と思ったことはあるか、これから里親

家庭の実子になる子どもたちにどのようなアド

バイスをするか、里子と一緒に生活した経験を通

して、「家族」というものをどのように考えるよう

になったか、里子と一緒に生活した経験を通して、

現在、社会に対して望むことは何か、などであっ

た。 

 

【研究の方法】 

インタビューによる質的及び量的研究法をと

った。 

１）調査対象： 

「特定非営利活動法人日本こども支援協会」に

会員登録されている実子のいる里親に協会を通

じて依頼メールを送り、趣旨に賛同した実子 12人

に連絡し、Zoom によって調査を行った。 

全 12 人の実子は、７～18 歳までに里子と１年

以上一緒に生活し、受け入れから４年以上経過し

ていた。ファミリーホームは除外し、全て里親家

庭の実子であった。また、実子は里親と血縁関係

にある子であった。 

２）倫理的配慮 

星槎大学研究倫理審査委員会による承認を受

けた後、「特定非営利活動法人日本こども支援協

会」を通じて実子のいる里親に一斉メールを送っ

てもらった。また、インタビュー調査の協力が得

られた対象者には、研究責任者から Zoom を介し

口頭で研究の主旨を伝え、対象者から 同意が得

られた場合にインタビューを実施した。インタビ

ューは、情報の正確性を期すため、同意を得て音

声録音した。インタビューデータに個人や組織が

特定される可能性のある情報を含む場合は、匿名

化・抽象化処理を行った。また、データ入力時に

はデータ番号をつけ、個人情報等は連結可能な匿

名化を行った。 

 

【結果と考察】 

現在 18 歳から 34 歳まで（平均年齢 24.4 歳）

の実子だった 12 人の成人にインタビューを行っ

た。参加者の中には、実のきょうだいが３組あっ

た。他の５人の参加者は、お互いに何の関係もな

かった。参加者の経験には共通点もあったが、そ

れ以上に多様性があった 。サンプル数は少なか

ったが、様々な要因（たとえば、親が里親をした

年数、親が里親を始めたときの実子の年齢、これ

まで一緒に暮らした里子の総数、一緒に暮らした

里子の年齢、里親をしていた都道府県）があった

ため、参加者全員にわたって不変の要因はほとん

どなかった。しかし、少なくとも参加者に共通の

テーマが見出された。 

【実子の経験は自分にとってよかった】 

12 人中 12 人全員（100.0％）が、実子であった
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経験は、自分にとってよかったと述べた。これは、

Gypen et al. (2020) の研究結果と一致する。本研

究の参加者のうち、８人（66.7％）は「いろいろ

な子どもと関われたことがよかった」と述べた。

その他に「里親制度を知ることができてよかった」

と述べた参加者が２人（16.7％）、「きょうだいが

増えてうれしかった」と述べた参加者が２人

（16.7％）いた。 

また、参加者のうち２人（16.7％）は「自分が

恵まれていることが分かった」と述べた。このこ

とは、Studer (2014) の研究で、実子が「里子の

行動や歴史に触れることで、自分の家族に対する

感謝の念が深まった」と述べたことと一致する。 

【里子と時間をかけて家族になった】 

12 人中 12 人全員（100.0％）が、「一緒に暮し

ているとだんだん家族になっていく」という旨を

述べた。そのうちの８人（66.7％）は、「一時保護

や短期預かりの里子は、一緒に暮らす期間が短い

ため、家族という感じはしなかった」とも述べた。

このように、長期間一緒に暮らす里子に対して、

実子は家族と感じていることが明らかになった。 

一方、実子が里子を家族と思っても、里子はそ

うは思っていない経験をした参加者が２人

（16.7％）いた。そのうちの１人は、「広い意味で

の家族は結束感があれば、血縁は関係ないかなと

も思うが、里子が実の親に思いを寄せているのを

見ると、血縁はないがしろにはできないなと思っ

た」と述べた。野辺（2022）は、ひとり親家庭で

は「ふたり親であるべき」という家族規範が葛藤

のもととなる一方で、親子間には血縁関係がある

ため、「血縁があるべき」という規範は意識されな

いこと、養子縁組家族では「親子間には血縁関係

があるべき」という規範が葛藤のもととなる一方

で「ふたり親であるべき」という規範は意識され

ないことを指摘している。本研究の対象である里

親家庭は、親子間やきょうだい間に血縁関係がな

いため、野辺（2022）の報告と同様に血縁関係を

意識した回答となったものと思われる。 

インタビュー結果から、実子は、全ての里子に

対して家族やきょうだいと感じているわけでは

ないことが明らかになった。具体的には、実子は

里子の預かり期間によって、里子に対して家族と

感じたり、預かっている子と感じたりし、感じ方

が異なっていた。このことを親や里親支援機関等

が理解し、里子を受け入れる際の検討事項の一つ

とすることが求められるだろう。 

【年下の里子と一緒に暮らした】 

12 人中 12 人全員（100.0％）が、自分より年齢

が下の里子と一緒に生活したと答えた。また、12

人全員が年下の里子のほうが接しやすいと述べ

た。参加者の１人は「里子が自分より年上だった

ら戸惑っていたと思う。距離感が生まれる」と述

べた。これは、Nel（2014）の「ほとんどの研究

では、実子が里子より年長である方が、プレース

メントが成功する可能性が高い」という報告と一

致する。また、Richards-Garcia (2024) の「実子

と里子の年齢や性別は二人の関係に多大な影響

を与えうる」という報告や、大澤・仁平（2024）

の、実子にとって里子の年齢は特に重要な情報で

あるという報告と同等である。 

【成人した現在の家族観】 

12 人中 12 人全員（100.0％）が、成人した現在、

いろいろな形の家族があってよいと考えている

こと、家族は血縁関係が全てではないととらえて

いることについて述べた。参加者の 1 人は「里親

家庭の実子としての経験によって、血縁関係が全

てではないという考え方に変化した」と述べた。

その他に「一緒に過ごす時間で愛情や家族の絆が
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生まれるのだなと思った」と述べた参加者が１人、

「後からでも家族になれるんだと思った」と述べ

た参加者が１人いた。 

一方で、「自分は家族だと思っても、里子自身が、

実の親への思いを捨てていない」と述べ、そのよ

うな里子の気持ちを尊重する参加者もいた。この

ように、本項目は【里子と時間をかけて家族にな

った】の項目と同様、血縁関係を意識した回答と

なった。   

インタビュー結果から、里親家庭で暮らす実子

にとって「親子やきょうだい間には血縁関係があ

るべき」という規範が葛藤のもととなりやすいこ

とが明らかになった。このことを親や里親支援機

関等が理解し、実子をサポートすることが求めら

れるだろう。 

【我慢はできたけれど内心は嫌だったこと】 

12 人中 11 人（91.7％）が、里子との生活の中

で我慢はできたけれど、内心は嫌だったことがあ

ったと述べた。そのうちの５人（41.7％）は、「母

親を里子に取られたような感じがして嫌だった」

という旨を述べた。そのうちの１人は、「成人した

現在の自己肯定感の低さは、里子を迎えた時の寂

しさと関係があると思う」と述べた。別の参加者

は「実子と里子のけんかで、母親が里子の味方を

するのが嫌だった。里子がいなければこんな思い

をすることはなかったのに、と思うことがあった」

と述べた。さらに別の参加者は 20 代前半の頃に

ついて「自分が大人になったときの母親との関係

を楽しみにしていたけど、里子がいるためにそれ

ができなくて残念だった」と述べた。他にも「自

分が脇役にまわった感じがした」と述べた参加者

がいた。これらの結果は、Höjer et al. (2013)の「自

分が家庭で周辺的な人間になったと感じる」とい

う報告に通じるものがある。 

他にも「里子の世話が面倒くさいなと思うこと

はあったけど、耐えられないことはなかった」と

述べた実子が２人（16.7％）いた。そのうちの１

人は、「母親が家事をしているときに、自分が新生

児の里子の面倒をみるしかないという雰囲気が

あった」と述べた。このことは、Höjer et al. (2013) 

の「実子は、自分たちが里子に対して善良であり、

支援を惜しまないことを親から期待されている

と感じていた」という報告と一致する。 

このように、実子が親の重荷を軽くする手伝い

をする“よい子”のケアラーになろうとすること

については、Höjer et al. (2013) による「表１ 里

親家庭になることが実子に与える影響」にも記さ

れている。しかしながら、実子も１人の子どもで

あり、最善の利益を保障しなければならない存在

であることをふまえれば、“よい子”のケアラーに

なろうとする実子に対しては、「あなた自身もま

た、大切にされるべき存在なのだ」という説明と、

説明に基づく配慮が求められるだろう。 

【里親家庭への偏見の低減を望んでいる】 

12 人中９人（75.0％）の参加者は、自分に里子

のきょうだいがいると話すとき、周囲から複雑な

家庭、事情のある家庭という先入観をもたれてい

たと述べた。たとえば、参加者の１人は、友達に

「里子がいる」と伝えると「複雑だね。この話、

大丈夫？」と言われて嫌だったと述べ、「里親だか

ら大変そうとかいう一方的な捉え方がなくなっ

たらいい。里親家庭の本人たちはそうは思ってい

ない」と語った。別の参加者は「里親制度をよく

知っている人との会話は楽だった」と述べた。こ

のように、里親家庭の実子たちは、社会に里親制

度の理解が広まること、そして里親家庭が複雑な

事情を抱えた家庭ではないという正しい理解が

社会に広まることを望んでいることが明らかに
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なった。 

【里子の措置解除の経験】 

措置解除とは、里子がそれまで生活していた里

親家庭を離れることを意味する。本研究では12人

中 7 人（58.3％）が、里子の措置解除により、里

子との別れを経験していた。そのうちの３人

（25.0％）は、里子との別れが非常につらい経験

であったと述べた。このことについて、参加者の

１人は「突然の別れだった。もうちょっと丁寧に

別れを経験させてもらいたかった。罪悪感が強く

残り、今でも残っている」と述べた。このことは、

Mannion et al.（2023）の、里子が家庭を離れる

とき、それはしばしば 「喪失感」として経験され

ること、Höjer et al. (2013) の、実子にとって措

置が終了することが里親養育の最も困難な側面

になるという報告と一致する。 

一方、里子の措置解除を経験しても別れがつら

くなかったと答えた参加者が４人（33.3％）おり、

その理由は、実の親のもとに帰れるから良いこと

だと思ったという共通の内容であった。 

このように、里子との別れは、一部の実子にと

ってつらい経験となることが明らかになった。参

加者の１人が「罪悪感が強く残り、今でも残って

いる」と述べていることからも、この参加者が里

子との別れを境に、長期的に罪悪感をもって過ご

していることが分かる。親や里親支援機関は、里

子の措置解除は実子にとって長期的な影響をも

たらす出来事となることを理解し、丁寧な別れが

できるように配慮することが求められる。 

【里親家庭の実子になる子へのアドバイス】 

12 人中６人（50.0％）が、「里子に対して普通

に接したらいい、自然体で接したらいい」と述べ

た。その他、参加者の１人は「里子にストレスを

感じることがあっても、里子は好きでそうなって

いるわけじゃない」と述べ、別の参加者は「実子

が３～４歳のときに里子を迎え入れると実子が

寂しい思いをする。受け入れのタイミングを見極

めたほうがいい」と述べた。この他にも「年下の

里子は迎え入れるのが楽だった」と述べた参加者

が 1 人、「受験の期間は里子を受け入れないとい

う親の配慮があった。実子が大切にされていると

実感できることが大事」と述べた参加者が１人い

た。 

Höjer et al. (2013) による先行研究では「嫉妬

するくらいなら、世話をしないでいいですよ！」

「自分のことは自分で気をつける。慎重になりま

しょう」などといったアドバイスが報告されてお

り、本研究結果には、Höjer たちの報告には含ま

れていなかったものがある。しかしながら、本研

究で得られたインタビュー結果は、里親家庭で生

活した実子たちの様態と内実を理解するうえで、

重要な情報であると言える。とくに、里子を受け

入れるときの実子の年齢についてのアドバイス

や、年下の里子のほうが迎え入れるのが楽だとい

うこと、親の配慮を通して、自分が大切にされて

いることを実感できるというアドバイスは、実子

であった経験を通した貴重な内容である。 

【実子の経験を踏まえ、自身が里親になるか】 

12 人中４人（33.3％）が、実子であった経験を

ふまえ、将来、自分も里親になりたいと答えた。

そのうちの１人は「なりたいと思う。全然つらく

なかった。実子だった経験はいい思い出が多い」

と述べた。別の参加者は「なりたいと思う。実子

の年齢が 10歳くらいになってからがよいと思う」

と述べた。 一方、12 人中８人（66.7％）が、自分

は将来里親にはならないと答えた。そのうちの１

人は「正直、やる自信はない。やらない。自分の

子どもにこの思いをさせるのはリスキーだと思

−146−



 

う」と述べた。別の参加者は「無理してでもやろ

うとは思わない」と述べた。また、「親の姿を見て、

大変そうだと思ったからやらない」と述べた参加

者もいた。このように、将来、里親にならないと

答えた実子が多い結果となった。このことは、

Betts (2021) の研究で、「何人かの実子は、将来

里親を提供しないと答えたが、何人かは提供する

と答えた」ことと一致する。また、Studer (2014) 

の研究で、実子が、将来里子を預かる場合には養

育方法を調整しながら行うことを考えており、調

整の例としては、自分の子どもが成人して家を出

るまで待つ、年齢の低い里子を養育するなどがあ

ることと一致する。 

里親家庭の実子としての経験年数（10 年未満と

10 年以上）と将来、里親になるかどうかの関係を

評価するために、独立性のカイ二乗検定を実行し

た。分析の結果、カイ二乗統計量 (χ²) は 0、自

由度は 1 、p 値は 1.0 で、２つの変数の間には有

意な関係がなかった。このことから、実子として

の経験年数は、将来自分が里親になるかどうかに

関連がなかった。 

【これからの社会に望むこと】 

12 人中３人（25.0％）が「里親制度が広く知ら

れるようになってほしい」と述べた。その理由は、

友達に対して里親制度の説明をするのが大変だ

ったという経験に基づくものであった。そのため、

参加者３人は里親制度が子どもも含めて広く知

られるようになることを望んでいた。また、【里親

家庭への偏見の低減を望んでいる】の項目と同様

に、「里親家庭が、複雑な事情を抱えた家庭ではな

いという正しい理解が社会に広まることを望ん

でいる」と述べた参加者もいた。この他に、「生ま

れてきた子が幸せになれる社会であってほしい」、

「社会人になってみてお金と時間が足りない。賃

金が安定すれば、親にも生活の余裕ができるので

はないかと思う」、「世の中って血縁関係が重視さ

れていると思う。子どもを自分で産むのが大前提。

よその子を育てるという発想が広まるといい」、

「社会の捉える家族像は窮屈。家族というと血縁

が重視される」などの意見が挙がった。これらは

様々な意見ではあるものの、里親家庭で生活する

実子の経験に基づいているという点で共通して

いる。たとえば、「生まれてきた子が幸せになれる

社会であってほしい」という意見は、里子との生

活を通して実子が実感した貴重な意見である。ま

た、【里子と時間をかけて家族になった】や【成人

した現在の家族観】でも挙げられていた血縁関係

に関する意見がここでも述べられていた。 

このように、実子にとって、現代社会の家族像

には窮屈さがあり、、多様な家族のあり方の一つで

ある里親家庭が社会から十分に承認されず、理解

されていない状況にあると感じ、改善を望んでい

ることが明らかになった。 

【里親家庭の実子の経験を語る場が無かった】 

参加者 12 人全員（100.0％）が、これまで里親

家庭の実子の経験を語る場がなかったこと、その

ため、今回のインタビューが実子としての経験を

振り返る機会になったと述べた。また、「里親家庭

の実子であった期間に、本インタビューのように

自分の経験を語る機会がほしかった」と述べた参

加者もいた。このことは、Studer (2014) の「実

子が自分たちの経験について話す機会をあまり

与えられていないように思われる」という指摘と

一致する。また、里親家庭の実子の経験を語る場

が無かったことは、Gypen et al.（2020）による

「実子の貢献は、親、ソーシャルワーカー、里親

機関によって見落とされ、過小評価されがちであ

る」という指摘とも一致する。したがって、実子
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の声が広く社会に届き、理解されるようになるこ

とが極めて重要である。 

以上、これらの調査結果に基づいて「里親家庭

になることが日本の実子に与える利点と問題点」

の新しい知見を表２のように整理した。 

 

【総合考察】 

実子の経験は成人した現在だから率直に語れ

るものが多くあった。実際、本研究の参加者は実

子として生活している期間に寂しさや我慢、偏見

への憤りなどを感じながら、それでも自身の家が

里親家庭であることを受け入れ、成長し、成人を

迎えた。中には成人した現在でも、過去の里子と

の別れに罪悪感をもち続けている参加者もおり、

里親家庭の実子であった経験が長期的な影響を

もたらすことは明らかである。 

Walsh & Campbell (2010) は、里親の実子が認

知されていないのは、里親が実子を家族の一員と

みなしており、実子自身を個人とみなしていない

からであると報告している。このようなことから 

改めて、里親は実子を家族という共同体の一員と

してみるのではなく、「かけがえのない個」として

尊重すること（大澤・仁平, 2024）の重要性を強

調したい。 

次に「どのようにすれば実子に効果的なサポー

トができるか」について、４つの提言をする。 

第１に里子を受け入れるときの実子の年齢に

ついて、本研究のインタビュー結果をもとに、実

子が３歳～小学校低学年の期間を避けることを

推奨する。インタビュー調査の結果から、実子が

母親を取られたような寂しい気持ちを抱えて生

活する場合があるという否定的な影響が明らか

になった。参加者の１人は、「成人した現在の自己

肯定感の低さは、里子を迎えた時の寂しさと関係

があると思う」と述べており、里子を迎えるとき

の実子の年齢や発達段階は、否定的な影響もたら

す要因の一つといえる。 

第２に実子が自分の経験を語る場を設けるこ

とを推奨する。インタビュー調査の結果から、里

親家庭の実子は、自分の経験を語る場がなかった

実子にとっての「利点」 実子にとっての「問題点」 
・世の中にはいろいろな子どもがいることが

分かる。  

・自分の人生に感謝できる。 

・里親制度について知ることができる。 

・家族が増える喜びを感じる。  

・里子の成長に喜びを感じる。  

・乳幼児の世話の仕方が分かる。 

 
 
 

・母親を取られたような寂しい気持ちになる。  

・自分が脇役になったように感じる。  

・里子に気を遣って生活することがある。  

・自分は里子を家族だと思っていても、里子はそう

は思っておらず、残念に思うことがある。 

・措置解除による里子との別れをつらく感じる。 

・実子の経験を語る場がない。  

・母親がつらそうにしている姿を見て、助けなくて

はいけないと感じる。  

・社会がもつ里親家庭へのイメージや先入観を不快

に感じることがある。 

 
表２「里親家庭になることが日本の実子に与える利点と問題点」の新しい知見 
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ことが明らかになった。参加者の 1 人は「里親家

庭の実子であった期間に、本インタビューのよう

に自分の経験を語る機会がほしかった」と述べた。 

このように、これまでの里親制度は、里親と実子

を一共同体ととらえていたために、実子は自分の

経験を語る場とその機会が得られなかった。しか

し、実子を「かけがえのない個」として尊重する

あり方へと転換することで、実子が自分の経験を

語る場とその機会を得られるようになることが

期待できる。 

第３に、受験などの実子にとって重要な期間に

は、里子を受け入れない配慮を行うことを推奨す

る。インタビュー調査の結果から、受験の期間に

里子を受け入れない親の配慮によって、実子は自

分が大切にされていると実感できたことが明ら

かになった。親は実子も里子同様に丁寧なケアを

必要とする存在であることを認識し、実子への配

慮のある里親家庭をめざすことが求められる。 

第４に、“よい子”のケアラーになろうとする実

子に対しては、「あなた自身もまた、大切にされる

べき存在なのだ」という説明と、説明に基づく配

慮を丁寧に行うことを提案する。本調査結果から、

表２の問題点の一つに、実子は「母親がつらそう

にしている姿を見て、助けなくてはいけないと感

じる」ことを記した。しかしながら、実子も１人

の子どもであり、最善の利益を保障しなければな

らない存在であることを忘れてはならない。もし

も実子が“よい子”のケアラーになろうとしてい

るのであれば、里親は実子を家族という共同体の

一員とみなしている可能性がある。実子に対して

は、「あなた自身もまた、大切にされるべき存在な

のだ」という説明と、説明に基づく配慮が求めら

れるだろう。このようなことから、里子受け入れ

時の実子へのインフォームド・アセントは里子の

受け入れからその後も長期間に渡って丁寧な上

にも丁寧に行う必要があると考えられる。 

 

【結論】 

本研究のインタビュー結果から、参加者に共通

するテーマが見出された。共通のテーマとは、①

実子の経験は自分にとってよかった、②里子と時

間をかけて家族になった、③年下の里子と一緒に

暮らした、④年下の里子のほうが接しやすい、⑤

成人した現在、いろいろな形の家族があってよい

と考えている、⑥我慢はできたけれど内心は嫌な

ことがあった、⑦里親家庭の実子の経験を語る場

が無かった、であった。  

  また、家族観について、参加者 12 人全員が、成

人した現在、家族は血縁関係が全てではないとと

らえていることが明らかになった。社会観につい

ては、実子にとって、現代社会の家族像には窮屈

さがあり、、多様な家族のあり方の一つである里親

家庭が社会から十分に承認されず、理解されてい

ない状況にあると感じ、改善を望んでいることが

明らかになった。  
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